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地域おこし協力隊配置要望書 

 

  

地

域

の 

目

標 

昭和 30年頃には 3千人以上の人口がありましたが、それ以降人口は右肩下がりの減少を続

け、現在は約 230 人にまで減少しました。それに伴い、近年各集落で行われる伝統行事や

共同作業、農地や山林の維持管理が難しくなってきました。 

浦田地区では、移住者の受け入れを促進することで集落を維持存続し、住民が末永く豊かに

暮らせる地域を目指します。 

隊

員

に

し

て

欲

し

い

仕

事 

【全隊員共通の活動】 

地区との関係づくり 

 ・道普請のほか、各種集落行事に参加すること 

 ・地区の活動を支援するなかで、地区への理解を深めること 

 ・地区で何か困りごとがあれば、可能な限り相談に乗り、支援すること 

【地区の活動支援】 
 

 目標（地区の将来像） 今、協力隊がやるべきこと 活動比率 

1 地域の維持存続 
地区行事への参加と支援、中山間地の農業

を学び農地の維持管理について考える 

３０％ 

2 移住促進 
移住希望者と空き家のマッチング支援、宿

泊施設「花立」を使った移住支援 

３０% 

3 田舎体験事業 
田植え・民芸品づくり体験・日帰り田舎体

験等の参加と支援 

２０% 

4 
高齢者が安心して暮らせる

地域づくり 

高齢者の生活支援、シニア体操教室の運営

支援 

２０% 

【その他の活動】 

 雪国の暮らしを学ぶ、SNSや HPでの地域の発信 

 

理

想

の

隊

員

像 

□向いている人柄、必要なスキル 

・とにかく健康で、前向きな方 

・雪国や里山での暮らしに関心がある方 

・農業や伝統文化の継承に興味がある方 

・SNSを使える方、または使ったことがなくても興味がある方 

□メッセージなど 

 浦田地区は松之山の南側、長野県との県境にあるとても美しい里山です。そしてイベント

や活動団体なども多数あり、活発な地区です。ぜひ浦田地区で雪国の里山暮らしを体験し

てみてください。お待ちしております！ 

    

      

 

 

 

 

帰りたい、住んでみたい 

人の心があったかい浦田 
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隊員年間活動計画 

 

期間 具体的な活動概要 

第１期 

４

月 

・地区へのあいさつ回りや住民とのお茶のみを行う 

・地区が既に取り組んでいる事業及び担当者を知る 

 

５

月 

６

月 

第２期 

７

月 

 

８

月 

９

月 

第３期 

10

月 

 

11

月 

12

月 

第４期 

１

月 

 

２

月 

３

月 

 

稲
作
や
園
芸
、
山
菜
採
り
な
ど
、
住
民
に
教
わ
り
な
が
ら
体
験
し
て
み
る
。 

農
業 

除
雪
作
業 

地
区
の
体
験
交
流
施

設
や
宿
泊
施
設
花
立
な
ど
の
除
雪
を

行
い
、
冬
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
。 

 

各
活
動
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加 

 シ
ニ
ア
体
操
教
室
の
運
営
支
援
や
、
老
人
会
、
青
年
団
、
女
性
グ
ル
ー
プ

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
。 

芸
能
祭
・
盆
踊
り 

地
区
で
開
催
さ
れ
る
８
月
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
準
備 

田
舎
体
験
事
業 

 

浦
田
地
区
で
は
都
会
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
田
舎
体
験
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

事
業
の
支
援
を
通
し
、
地
区
の
伝
統
や
文
化
を
学
ぶ
。 

浦
田
地
区
協
議
会
が
運
営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
地
区
の
発
信
を
行
う
。 

地
区
の
発
信 

 

高
齢
者
生
活
支
援 

 浦
田
地
区
協
議
会
が
行
う
買
い
物
代
行
等
の
支
援
を
す
る
。 

一年の活動の中で得た経験や情報から、いま地区で必

要とされるものを地区住民と共に考え、次年度の活動

へとつなげていきます 


